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新城市 地域の支え合い・助け合いの活動に関するアンケート調査 

【結果の概要】 
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１ 調査の概要 

（１） 目的 
◆ 少子高齢化と核家族化により、子育て支援や障がいのある方への支援、ひとり暮らしの

高齢の方の見守りなど、住民同士の支え合い、助け合いがますます重要となっています。 
◆ こうしたことから、市と新城市社会福祉協議会は、地域の福祉活動の推進を図るための

計画（地域福祉計画・地域福祉活動計画）の策定作業を進めており、その一環として、

市民アンケート調査を実施し、計画策定の基礎資料とすることといたしました。 
◆ なお、計画には、主な内容として、次の項目を盛り込む必要があり、アンケート調査で

は、各項目に対する市民の関わりの現状や意識を把握しました。 
 
【計画に盛り込む主な項目】 
１ 多くの市民が地域に関心を持ち、地域福祉の活動に参加するための対策 

･･･地域住民による見守り活動、ボランティア活動のきっかけづくり、ボランティア団

体・ＮＰＯ法人等の社会福祉活動への支援など 
２ 必要な方に必要な福祉サービスを提供するための対策 

･･･相談支援体制の整備など 
３ 地震などの際に要援護者を円滑に支援するための対策（災害時要援護者支援） 

･･･対象者の把握や日常的な見守り、避難誘導の方策など 
 
 

（２） 対象及び回収結果 
◆ 調査は、本市在住の 20 歳以上の方の中から無作為に抽出した 2,000 人を対象に実施し、

984 人から回答を得ました。 

 
【対象及び回収結果】 

対象 回収数 回収率 

本市在住の 20 歳以上の方 2000 人 984 人 49.2％
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２ 調査結果の概要 
回答者の属性 

問1 性別 ［１つに○］ 
 
 
 
 
 
 
 

問2 年齢 ［１つに○］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問3 職業 ［１つに○］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問4 世帯構成 ［１つに○］ 
 
 
 
 
 
 

5.4 18.4 37.3 31.5 5.9

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

984人

ひとり暮らし 夫婦のみ
二世代世帯（親子のみ） 三世代世帯(親・子・孫)
その他 無回答

47.2 51.8 1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

984人

男性 女性 無回答

7.8

12.5

12.5

20.3

23.8

14.0

7.0

1.0

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳代

90歳以上

無回答

984人

11.2

24.7

14.3

5.0

7.7

11.6

0.8

20.1

3.4

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50%

自営業

会社員（常勤）

パート・アルバイト

公務員

農業・林業

家事専業

学生

無職

その他

無回答

984人

男女比は、おおむね本市の人口構成のとおりです。

50 歳代・60 歳代が多く、年齢構成の

かたちとしては、本市の人口構成と

大きな違いはありません。 

「会社員」と「無職」（なお、60 歳代

男性で無職は３割）の方が比較的多

い結果です。 

本市の人口構成と比べると「ひとり暮らし」の割合

が低く、「三世代世帯」の割合が高い結果です。 
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問5 同居している家族（自分を含む）の中に、次のような方はいますか。［あてはまるものすべて
に○］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問6 お住まいの小学校区 ［１つに○］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問7 定住年数 ［１つに○］ 
 
 
 
 
 
 

1.2

2.6

11.7

13.6

49.1

9.1

4.2

10.9

1.3

2.4

4.6

25.6

7.2

0% 10% 20% 30% 40% 50%

妊産婦

乳児（０歳）

幼児（１歳～小学校就学前）

小学生

65歳以上の方

介護を必要とする方

認知症の方

身体障がいのある方

知的障がいのある方

精神障がいのある方

その他何らかの支援を必要する方

上記のいずれもいない

無回答

984人

15.1

17.4

10.0

8.9

3.7

6.8

1.8

7.4

2.4

2.5

2.0

0% 10% 20% 30%

新城

千郷

東郷西

東郷東

舟着

八名

庭野

鳳来中部

鳳来寺

鳳来西

海老

0.4

3.7

0.7

6.7

2.1

0.7

1.7

2.7

1.4

1.6

0% 10% 20% 30%

連谷

山吉田

黄柳野

東陽

鳳来東

菅守

開成

巴

協和

無回答

984人

2.1 6.9 6.0 11.5 72.2 1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

984人

１年未満 １年以上５年未満 ５年以上10年未満

10年以上20年未満 20年以上 無回答

高齢者のいる家庭が半数を占めてい

ます。 

小学校区の構成は、この

ような結果です。 

「20 年以上」という方が７割を占めています。 
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テーマ１－① 見守り・ボランティア（地域との関わり） 
問8 住民同士が互いに支え合い、助け合うべき『地域』とは、どのような範囲だと思いますか。

［１つに○］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問9 『地域』の人との付き合いは、どの程度ですか。［１つに○］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

27.1

30.9

26.3

9.8

2.5

0.9

2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

隣近所

組

行政区

小学校区

中学校区

その他

無回答

984人

市民の意見は、おおむ

ね「組」、「隣近所」、「行

政区」の３つに分かれ

るようです。 

中学校区で見ると、新城中学校区と作手中学校

区は「隣近所」、千郷中学校区は「行政区」、そ

のほかの中学校区は「組」と、学校区によって、

最も多い回答に違いがあります。 
本市の場合、支え合いのあり方は、住んでいる

地域で異なるということでしょう！ 

現状は、「相談し助け合う」と

いった積極派と「世間話や挨拶

程度、付き合いがない」といっ

た消極派に２分されています。

13.9 40.3 26.8 14.1 4.2

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

984人

困ったときに、何でも相談し
助け合える人がいる

困ったときに、内容によっては相談し
助け合える人がいる

世間話をする程度の人がいる 挨拶をする程度の人がいる

ほとんど付き合いがない 無回答
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問10 『地域』の人との付き合いについて、あなたの考えに近いのはどれですか。［１つに○］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問11 あなたの『地域』で、次のような「何らかの支援を必要とするような方」を見かけることが

ありますか。［あてはまるものすべてに○］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

22.8 57.1 13.3 4.6

1.4

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

984人

相談し助け合うことは当然 わずらわしいこともあるが、
相談し助け合うことは必要

世間話をする程度で十分 挨拶をする程度で十分

特に必要ない 無回答

理想は、「相談し助け合う」といった積極派

が８割を占めています。 
現状を理想に近づけるには、どのような取組

が必要でしょうか？ 

22.7

7.1

7.8

13.1

2.5

3.7

5.3

38.1

19.3

4.2

0% 10% 20% 30% 40% 50%

日常生活で困っているひとり暮らしの高齢の方

家に閉じこもり、外出しない高齢の方

認知症の方

障がいのある方

外国人等で日本語の不自由な方

子育てに悩んでいる方

ひとりで遊んでいたりする幼児や小学生

上記を見かけることはない

よく知らない

無回答

984人

ひとり暮らしの方が増えて

います。鳳来と作手では、こ

の回答は３割以上です。 

「見かけない、知らない」という

市民も比較的多いのが現状です。

この割合を減らしたいですね！ 
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問12 特によく見かける「何らかの支援を必要とするような方」に関して、あなたのこれまでの対

応は次のどれですか。［１つに○］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問13 「何らかの支援を必要とするような方」を見かけたとき、あなたはどのような対応が望まし

いと思いますか。［１つに○］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15.2 31.0 33.5 19.5 0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

394人

常に声をかけたり、相談に
のったりする

たまに声をかけたり、相談に
のったりする

声はかけないが、関心を持って
見守る

特に何もしていない・できない

無回答 現状は、「相談にのったりする」

という積極派と「見守る、何も

していない」という消極派に２

分されています。 

18.8 38.5 33.5 4.9 4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

984人

常に声をかけたり、相談に
のったりする

たまに声をかけたり、相談に
のったりする

声はかけないが、関心を持って
見守る

特に何もしない

無回答 理想としては、半数以上が「相

談にのったりする」という積極

派です。 
近所付き合いほどは、現状と理

想に差がありません。 
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問14 町内会・自治会、子ども会、ＰＴＡ、老人クラブなどの「地域活動」について、質問にお答

えください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

48.3

47.6

12.6

33.2

20.5

7.3

6.2

4.5

2.5

3.8

12.3

17.3

22.0

13.8

3.5

20.2

6.6

15.2

19.9

23.5

19.6

16.8

7.0

14.7

18.6

9.1

12.7

3.2

3.8

8.9

10.0

1.7

18.4

21.0

25.9

27.6

13.7

20.8

14.7

5.6

10.6

10.7

5.2

7.3

4.9

10.2

16.4

17.0

1.3

20.6

18.2

0% 10% 20% 30% 40% 50%

お祭り・盆踊り

清掃美化・リサイクル活動

防犯活動

防火・防災活動

交通安全活動

青少年の健全育成活動

異世代交流活動

高齢者福祉活動

障がい者福祉活動

子育て支援活動

募金活動

旅行

スポーツ活動

趣味の活動

その他

特にない・参加できない

無回答

ここ１年で参加した活動 984人

活発にした方がよい活動 984人

今後参加したい活動 984人

「防犯活動」を活発に

したいという市民が比

較的多いようです。 
妊産婦や子どものいる

家庭では、この回答は

３割以上です。 

作手では、この回答が３割

を占めます。 

「防犯活動」や「防火・防

災活動」などは、40 歳代や

50歳代の男性で参加希望を

持つ人が比較的多く見られ

ます。 
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問15 参加した「地域活動」には、どのような関わり方をしましたか。［あてはまるものすべてに○］ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問16 今後の「地域活動」に対する参加の意欲はどの程度ですか。［１つに○］ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

17.4 63.1 12.4 7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

605人

すぐに参加したい
（現在の活動の継続を含む）

時間に余裕ができれば参加したい

将来的には参加したい
（定年退職後など）

無回答

「時間に余裕ができれば」という消極派が

６割を占めます。 
参加希望の比較的高かった 40 歳代や 50

歳代の男性で「すぐに参加したい」という

積極派は１割強です。 

14.0

25.9

68.0

16.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企画・運営者として参加した
ものがある

企画・運営者の手伝いとして参加した
ものがある

一般の参加者として参加した
ものがある

無回答

735人

現状は、地域活動を企画・運営する側に立

った人は３割です。 
この割合は男性で高く、女性で低い傾向

で、男女で大きな差があります！ 
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問17 今後の「地域活動」には、どのような関わり方をしたいですか。［あてはまるものすべてに○］ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問18 参加したい「地域活動」が特にない・参加できない理由は何ですか。［あてはまるものすべ

てに○］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

40.4

7.4

21.7

12.3

4.4

13.3

13.3

12.3

22.2

4.4

15.8

10.3

3.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

仕事がある

子育てや家事がある

自分の趣味などに時間を使いたい

参加するきっかけがない

参加する方法がわからない

どのような活動があるのか知らない

参加したい活動がない

いっしょに活動する仲間がいない

自分の健康上、参加できない

自治組織に入っていない

参加したくない

その他

無回答

203人

「仕事」を理由にあげる人

が多く見られます。 

7.1

24.0

72.6

9.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企画・運営者として参加したい
ものがある

企画・運営者の手伝いとして参加したい
ものがある

一般の参加者として参加したい
ものがある

無回答

605人

理想も、地域活動を企画・運営する側

に立ちたい人は、現状と同じ３割です。 
現状と同様、理想も男女で大きな差が

あります！ 
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問19 地域福祉を推進し、住民の社会福祉に対する意識の高揚を図るための諸活動を行う

「社会福祉協議会」に、あなたはどのような活動やサービスの充実を期待しますか。 

［あてはまるものすべてに○］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

53.3

32.2

32.0

27.9

16.6

24.3

26.1

11.1

11.7

10.8

11.9

4.1

7.1

4.6

1.4

7.9

0% 20% 40% 60% 80%

介護保険サービス

障がい者の自立支援サービス

子育て支援などの児童福祉サービス

地域の実情に応じた独自の地域サービス

福祉教育、ボランティア活動等

福祉に関する情報提供

近隣や地域での助け合いの仕組みづくり

ボランティア、ＮＰＯ、市民活動に対する支援

福祉団体に対する支援

福祉に関する講習会、講演会などの開催

福祉に対するニーズの把握、サービス企画

特に期待することはない

活動内容を知らないので期待しようがない

名前も活動内容もまったく知らない

その他

無回答

984人

福祉サービスの提供者とし

て期待する人が比較的多い

ようです。 

地域福祉の推進者として、市民の

期待を高める取組（事業・活動の

ＰＲ）が課題と言えます。 
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テーマ１－② 見守り・ボランティア（ボランティア活動との関わり）

問20 問 14 の「地域活動」以外で、個人として参加（民間ボランティア団体への参加を含む）す

るボランティア活動について、質問にお答えください。［あてはまるものすべてに○］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問21 ボランティア活動への参加の意欲はどの程度ですか。［１つに○］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3.9

2.6

2.1

15.4

26.1

2.9

2.7

2.5

47.4

15.3

10.2

5.6

6.7

15.9

24.5

5.1

6.0

1.5

32.2

25.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者福祉活動

障がい者福祉活動

子育て支援活動

防火・防災活動

清掃美化・リサイクル活動

青少年の健全育成活動

異世代交流活動

その他

特にない・参加できない

無回答

ここ１年で参加した活動 984人

今後参加したい活動 984人

「環境」や「防火・防災」に関す

る活動への関心が比較的高いよう

です。 

9.8 63.7 22.2 4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

419人

すぐに参加したい
（現在の活動の継続を含む）

時間に余裕ができれば参加したい

将来的には参加したい
（定年退職後など）

無回答

地域活動と同様に、「時間に余裕ができれ

ば」という消極派が６割を占めます。 
「すぐに参加したい」という積極派は、高

齢者福祉活動や障害者福祉活動への参加

を希望している人で多い傾向です。 
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問22 ボランティア活動には、どのような関わり方を希望しますか。［１つに○］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問23 個人として参加したいボランティア活動が特にない・参加できない理由は何ですか。［あて

はまるものすべてに○］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3.1 21.0 72.6 3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

419人

企画・運営者として積極的に
参加したい

企画・運営者の手伝いとして
参加したい

一般の参加者として
参加したい

無回答

ボランティア活動を企画・運営する

側に立ちたい人は、２割強です。 

44.5

12.3

16.7

15.8

7.3

17.7

7.9

7.9

6.6

18.0

11.7

7.6

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

仕事がある

子育てや家事がある

自分の趣味などに時間を使いたい

参加するきっかけがない

参加する方法がわからない

どのような活動が行われているのか知らない

参加したい活動がない

一緒に活動する仲間がいない

自治組織を通じて活動している

自分の健康上、参加できない

参加したくない

その他

無回答

317人

地域活動へ参加できない理由

と同様に、「仕事」を理由にあ

げる人が多く見られます。 
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問24 今後、あなたがボランティア活動に積極的に参加するために、必要な支援や条件は何で

すか。［あてはまるものすべてに○］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問25 次の地域活動やボランティア活動にかかわる機関や活動のうち、あなたがご存じのものは
どれですか。［あてはまるものすべてに○］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

34.8

7.0

11.0

1.3

19.8

33.8

20.9

19.5

8.9

6.2

5.7

18.0

4.3

0.8

11.5

15.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

活動に関する広報・情報提供

活動に関する相談窓口

ボランティア講習会や研修

表彰など社会的な評価

友人や家族と参加できる活動の増加

時間的に負担の少ない活動の増加

体力的に負担の少ない活動の増加

人間関係上の負担の少ない活動

少額でも報酬が支払われる活動の増加

活動に応じたポイント制や地域通貨の導入

活動資金や物品の補助

事故があったときの保障体制

活動場所の確保

その他

特にない

無回答

984人

「情報の充実」と「時

間的に負担の少ない活

動を増やす」ことが、

まず取り組むべき課題

と言えます。 

6.6

15.2

6.5

27.2

52.7

27.4

10.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

しんしろ市民活動サポートセンター

新城市社会福祉協議会ボランティアセンター

新城ファミリーサポートクラブ

スクールガード

安全安心パトロール

いずれも知らない

無回答

984人

「安全安心パトロール」は半数の人に

認知されています。 
そのほかの活動等の認知度は、いずれ

も３割に満たない状況です。 
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テーマ２ 相談支援 
 

問26 あなたやご家族に関して、ここ１年程度の間に、次のような誰かに相談したい悩みや困り
ごとがありましたか。［あてはまるものすべてに○］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問27 あなたやご家族は、その悩みや困りごとなどに関して、次の誰かに相談したり、相談窓口

を利用したりしましたか。［あてはまるものすべてに○］ 
上位５つ 

悩み・困りごと 
１位 ２位 ３位 ４位 ５位 

介護・福祉サービ
スのこと 

家族・親族 
50.4% 

ケアマネジャー
46.2% 

友人・知人 
28.2% 

医療機関 
25.6% 

市役所・支所 
21.4% 

健康・医療のこと 
家族・親族 

57.6% 
友人・知人 

34.7% 
医療機関 

30.6% 
市役所・支所 

12.4% 
隣近所の人 

11.8% 

子育て・保育・教
育のこと 

家族・親族 
75.9% 

友人・知人 
64.4% 

隣近所の人 
14.9% 

保健センター 
10.3% 

学校 
9.2% 

住まいのこと 
家族・親族 

60.7% 
友人・知人 

41.0% 
市役所・支所 

14.8% 

誰にも相談して
いない 
13.1% 

隣近所の人 
11.5% 

防犯・防災・その
ほか安全のこと 

家族・親族 
59.2% 

友人・知人 
38.8% 

隣近所の人 
14.3% 

誰にも相談して
いない 
14.3% 

市役所・支所 
10.2% 

消費生活のこと
（悪徳商法など） 

家族・親族 
71.4% 

友人・知人 
38.1% 

市役所・支所 
28.6% 

医療機関 
28.6% 

誰にも相談して
いない 
14.3% 

お金のこと 
家族・親族 

51.3% 
友人・知人 

41.0% 

誰にも相談して
いない 
21.8% 

医療機関 
11.5% 

市役所・支所 
10.3% 

家族関係（ＤＶ、
夫婦不仲、嫁姑
関係など） 

家族・親族 
51.1% 

友人・知人 
46.7% 

誰にも相談して
いない 
28.9% 

医療機関 
8.9% 

その他 
6.7% 

 
 
 

11.9

17.3

8.8

6.2

5.0

2.1

7.9

4.6

46.4

13.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%

介護・福祉サービスのこと

健康・医療のこと

子育て・保育・教育のこと

住まいのこと

防犯・防災・そのほか安全のこと

消費生活のこと（悪徳商法・商品ﾄﾗﾌﾞﾙなど）

お金のこと

家族関係（ＤＶ、夫婦不仲、嫁姑関係など）

上記の悩みなどは特にない

無回答

984人

市民の半数近くは、誰かに相談し

たい、福祉が関わるいずれかの悩

みや困りごとを抱えています。 

「お金のこと」、「家族関係（ＤＶ、夫婦不

仲、嫁姑関係など）」に関する悩みや困りご

とを持つ人は、誰にも相談していないケー

スが比較的多く見られます。 
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問28 利用した相談窓口などには満足していますか。［１つに○］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問29 利用した相談窓口などに満足していない理由は何ですか。［あてはまるものすべてに○］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問30 誰かに相談したり、相談窓口を利用しなかった理由は何ですか。［あてはまるものすべて

に○］ 
 

 
 
 
 
 
 
 

24.6 52.0 12.0 7.4 4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

175人

とても満足している どちらかというと満足している
どちらかというと満足していない 満足していない
無回答

相談機関の窓口や専門相談員を利用し

た人の８割近くは「満足している」と

答えています。 
まずは、支援を必要とする人を確実に

相談につなげていくことが課題と言え

ます。 

26.5

41.2

29.4

11.8

17.6

8.8

0.0

0.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

どこに相談するかわかりにくかった

満足のいく回答が得られなかった

応対がよくなかった

プライバシーが守られるか不安だった

複数の窓口に行く必要があった

窓口が遠くて面倒だった

窓口の環境が良くなかった

その他

無回答

34人

回答への不満が多いですが、

相談先の分かりにくさや応

対の問題をあげる人も比較

的多く見られます。 

44.4

18.5

18.5

3.7

0.0

14.8

5.6

0% 10% 20% 30% 40% 50%

相談する必要がなかった

どこに相談するかわからなかった

プライバシーが守られるか不安だった

窓口が遠くて面倒だった

窓口の環境が良くなかった

その他

無回答

54人

理由の多くは、「相談の必要が

なかった」というものです。 
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問31 新城市社会福祉協議会などで実施している各種相談事業について、質問にお答えくださ
い。［あてはまるものすべてに○］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

37.4

44.6

10.7

21.0

27.9

11.2

6.4

25.8

14.5

2.9

1.1

0.9

1.6

4.8

0.6

0.3

61.4

28.6

10.6

8.0

6.2

3.0

26.1

4.2

1.7

39.3

22.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

法律相談

心配ごと相談

総合生活相談

障がい（児）者に関する相談

高齢者に関する相談

日常生活自立支援事業

資金貸付事業

特にない

無回答

知っている事業 984人

利用したことがある事業 984人

今後利用したい事業 984人

「法律相談」と「心配ごと

相談」の認知度が比較的高

い状況です。 

利用したことがある事業も今後利用

したい事業も「高齢者に関する相談」

が最も多い状況です。 
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テーマ３ 災害時要援護者支援 

問32 自宅で災害に遭った場合の避難場所をご存じですか。［１つに○］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問33 災害時に備えた次のような組織や活動がありますが、これらについて、質問にお答えくだ
さい。［あてはまるものすべてに○］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

76.9 10.1 13.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

984人

知っている 知らない 無回答

作手以外の中学校区では７割

を超える認知状況ですが、作手

のみ認知度は６割と低い状況

です。 

47.2

72.2

7.8

73.1

4.0

4.8

9.0

26.0

62.2

1.5

16.7

0.2

1.0

20.7

13.1

23.0

45.6

6.3

2.1

1.3

0.4

25.2

21.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自主防災会

防災訓練

防災ボランティア

消防団

機能別消防団

その他

特にない・参加できない

無回答

知っている組織・活動 984人

参加したことのある組織・活動 984人

今後参加したい組織・活動 984人

「自主防災会」は、

防災訓練や消防団

に比べ認知度が低

い状況です。 
なお、鳳来では６割

を超える認知度で、

参加経験の割合も

今後の参加希望も

高い傾向です。 
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問34 あなたやご家族が災害時における要援護者（介護を必要とする高齢の方や障がいのある
方、妊産婦、乳幼児など）になった場合を想定すると、どのようなことが不安ですか。［あ
てはまるものすべてに○］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問35 災害が起きた場合に、どのような方法で情報を得たいと思いますか。［あてはまるものす

べてに○］ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

56.1

34.8

42.1

55.0

43.2

46.0

54.2

12.8

0.6

1.8

3.2

8.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

災害情報がすぐに伝わるかどうか

要援護者情報が正しく把握されているかどうか

誰かが安否確認・声かけをしてくれるかどうか

家族や親戚等へすぐに連絡がとれるかどうか

安全な場所に避難誘導されるかどうか

応急手当など医療面

避難先での生活全般

避難先での相談・話し相手の有無

その他

特にない

わからない

無回答

984人

さまざまな不安要因

を取り除く施策が必

要です。 
また、要援護者情報

の把握の必要性に関

する理解浸透の取組

が課題と言えます。 

56.9

35.6

23.6

3.8

39.6

58.6

74.8

0.8

0.9

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

直接の声かけ

電話

メール

ＦＡＸ

ラジオ

テレビ

防災行政無線

手話（通訳者の派遣）

その他

無回答

984人

全体では「防災行政無線」の希望が多く見

られます。 
ひとり暮らしの方の場合は「直接の声か

け」を希望する方が最も多く、周囲の人た

ちとの日常的な関わりが重要になってき

ます。 
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問36 災害時における要援護者の避難について、誰が支援を行うべきだと思いますか。［あては

まるものすべてに○］ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問37 災害時における要援護者（家族を除く）のために、あなたはどのような助け合いや協力が

できると思いますか。［あてはまるものすべてに○］ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問38 災害時における要援護者への「協力は困難」、「分からない」と思われる理由は何ですか。

［あてはまるものすべてに○］ 

 

 

 

 

 

 

79.7

73.0

29.4

12.7

42.0

28.3

25.0

1.7

3.2

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族

隣近所の人

町内会・自治会の役員

民生委員・児童委員

地域の消防団員

消防士

市役所や支所の職員

その他

分からない

無回答

984人

「家族」と「隣近所の人」が

支援者の中心です。 

78.3

47.3

60.9

24.9

27.7

27.7

0.6

4.8

6.9

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

安否確認・声かけ

要援護者の家族への連絡

安全な場所への避難誘導

応急手当

一時的な保護

相談・話し相手

その他

協力は困難

分からない

無回答

984人

多くの方が「安否確認・声

かけ」をあげました。 

そのほかの項目についても「できる」とい

う市民を増やしたいですね！ 

13.6

23.6

18.2

48.2

15.5

12.7

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要援護者と日ごろの付き合いがない

自分自身が要援護者

家族に要援護者がいる

自分にできることがあるのかわからない

その他

特に理由はない

無回答

110人

「自分にできること

があるのかわからな

い」というのが半数

の人の理由です。 


